
令和８年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標

西麻植小学校 校長 学力向上推進員

「学力向上実行プラン」

【各校の取組状況の把握について】

◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み、学力の向上を推進

（１）知識・技能の習得

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

○基礎・基本を確実に身に付けさせるための学びに向かう授業実践
○意欲的で主体的な学習を目指し、協働的学びの場を工夫した授業実践

管理職による授業参観や教員からの報告等、様々な機会を捉え、取組状況の把握を行う。

○与えられた課題は真面目に取り組む
ことができる。
●「もっと知りたい、調べたい」という意
欲や自分なりのめあてをもって学習に
取り組む児童が少ない。また、意欲は
あっても、具体的な学習の仕方が分か
らない児童がいる。

・これまでの経験をもとに新たな学習課
題を自ら見つけ、「もっと知りたい、調べ
たい」という意欲と目的意識をもち、主
体的に学習に取り組むことができる。

・授業導入時に前時の振り返りを行い、
授業終末には視点を示し、記述をさせ
る。
・ＩＣＴを効果的に活用する。
・学習したことを他教科、行事などと関
連させ、つながりを持たせる。
・「家庭学習の手引き」を活用して、自主
学習ノートの充実を図る。

森　浩子浅山　直慰

次年度における改善事項

・漢字・言葉・計算など基礎的・基本的
な知識・技能を身に付けている。
・話や文章を正確に聞いたり、読んだり
することができる。
・身に付けた知識・技能を家庭学習や
生活の中で活用している。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し

○目的意識をもって、自分の思いや考
えを話したり書いたりする意欲が育って
きている。
●語彙の広がりが少なく、スピーチや作
文などの表現力に課題が見られる。

・目的意識や相手意識をもち、相手に伝
わるように話したり書いたりすることが
できる。
・根拠や理由を明らかにしながら話した
り、友達の意見と比較して聞いたりする
ことで自分の思いや考えを深め、表現
する（発信する力）ことができる。

・「誰に」「何を」「何のために」をはっきり
と分かる言語活動の場を設定し、発問・
指示の工夫を行う。
・他者との交流や体験活動により、考え
を広げ、相手を意識した表現ができる
場（発信の場）を設定する。
・語彙を増やすため、国語科教科書「こ
とばのたからばこ」の活用や読書時間を
設定し読書を習慣付ける。

達成状況（評価）

次年度における改善事項

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○学習に真面目に取り組み、漢字の読
み書きや計算など、基本的な事項につ
いてはほぼ身についている。
●学習内容の定着に差があり、学力の
差が大きい。
●身につけた知識・技能があまり活用
できていない。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

・漢字・計算の課題を繰り返し行うととも
に、ミニテストを行う。
・「視写」「聞き取りテスト」を行い、言葉
の基本や「聞く力」「読む力」を付ける。
・タブレットのドリル活用により、「個別最
適な学び」に導く。
・新聞「阿波っ子タイムズ」を毎週木曜
日に読むなどして、生活の場で活字に
親しませる。


